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１．はじめに                 
この度は、ＬＡ方式はんだこて｢ＴＢ－１９５Ｊ／ＴＢ－２９５Ｊ｣をお求め頂き、誠にあ

りがとうございます。本製品をご使用になる前に（安全上のご注意）を良くお読みの上、正し

くお使いください。本書は、お読みになった後も大切に保管してください。 

２．安全上の注意               

 
 
 

 本製品をご使用になる前に必ずお読みください 

・ 濡れた手で触らないでください。感電事故（死亡事故等）の危険性があります。 

・ こて先は高温になっているため、火災、火傷に注意してください。 

・ 製品の分解や改造を行わないでください。火災、故障、感電等の原因になります。 

・ こて部の各ネジがゆるんでいないか、作業開始前に必ず確認してください。 

・ 製品のメンテナンス(こて先、ヒーター、ヒーターカラー等の交換又は清掃)を行う際には、必ず電源

スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いた後、こて先が冷めたことを確認してから行って

ください。 

・  交換部品（こて先、ヒーター、ヒーターカラー等）は、必ず純正部品をご使用ください。 

純正部品以外の部品を使用すると製品故障の原因になります。 

・  本製品を作業目的以外で使用しないでください。 

３．ＴＢ－１９５Ｊ／２９５Ｊの使用方法        

 (Ａ) 使用前の準備                           

・本製品は、Ｊタイプはんだこてです。コントローラーに接続の際は、コント 

ローラーのセンサー入力種類を良くご確認の上、使用してください。 

異種センサーで接続すると、実温度とかけ離れた温度で制御することになり、 

正しいはんだ付けが出来なくなります。 

・使用する入力電圧を確認してください。異電圧で使用すると、ヒーターが破損 

 する恐れがあります。 

注意 ！



 (Ｂ) 本体の名称                          
 

 
① こて先 ＢＪ１１／ＢＪ１３シリーズ 

② グリップＡ ＪＫ－７０Ａ 

③ グリップＢ ＪＫ－７０Ｂ 

④ 固定パイプ ＫＴＰ－１１ 

⑤ センサーコイル ＪＳＣ－０３ 

⑥ 端子カバー ＴＣＶ－１１ 

⑦ ヒーター 
１００Ｖ ＪＣＥ－１００－９５ 

２２０Ｖ ＪＣＥ－２２０－９５ 

⑧ 中継センサー組 ＣＳＰ－０３ 

⑨ Ｕ字ピン ＵＰ－０４ 

⑩ コネクター ＲＣ－２０３ 

⑪ セットボルト ＰＢ－４ 

 

４．ＴＢ－１９５Ｊ／２９５Ｊのメンテナンス        

 (Ａ) こて先の交換方法                        

 

① 電源を切り、こて先を安全な温度に下げ

ます。 

② こて先を、手で引っ張ります。 

（熱くない事を確認後） 

長い間使用すると、こて先が酸化して抜

けにくい時がありますが、冶工具は使用

しないで下さい。 

放熱パイプ 絶縁パイプ コードブッシュ 

Ｏ－リング リング 



 
 

 

③ 新しいこて先のセンサー線キャップを外し

ます。 

 

 

 

 

 
 

 

④ センサー線をヒーター中心部の貫通穴に

挿入し、こて先を回転させながら所定位

置（カッチャと音がする）まで差し込みま

す。 

※ 直線的に挿入すると、こて先センサー線

を曲げる恐れがありますのでご注意下さい。 

         ヒーター貫通穴 

 

 

 (Ｂ) ヒーターの交換方法                        

 

① 電源を切り、こて先を安全な温度に下げ

ます。 

② グリップ端部のセットボルトをプラスドライ

バーで緩めます。 

 

③ こて先を、手で引っ張ります。 

（熱くない事を確認後） 
長い間使用すると、こて先が酸化して抜けにくい時が

ありますが、冶工具は使用しないで下さい。 

 

④ グリップＢを回しながらグリップＡを外しま

す。 

 

 

 

⑤ グリップＢと絶縁パイプ（グレー色のパイ

プ）を下げます。 

 

 

⑥ 放熱パイプからコネクターを外します。 
※ コネクターが外れ難い時は、放熱パイプの下側

からドライバー等の工具でケーブルに傷を付けない

様に、注意しながら押し上げてください。 



 

 

 

⑦ 固定パイプを外します。 

 

⑧ センサーコイルと端子カバーを外します。 

 

 

⑨ ヒーターを外します。 
※ ヒーターを外した時に、ヒーターと 

一緒に中継センサーも抜けてしまった時は、中継

センサーをコネクターへ再度挿入し、指で軽く引

っ張って抜けない事を確認してください。 

   （下図参照） 
 

ヒーターと一緒に中継センサーが 

抜けてしまった場合 

コネクターの中心に中継センサーを 

挿入してください。 

 
 

１ 

 

⑩ 中継センサーがコネクターに挿入し 

てあることを確認します。 
 

 
 

 

⑪ 中継センサー先端部をヒーター貫通穴に

通し、ヒーターの足をコネクター③④番

に挿入します。 

 

 ヒーター貫通穴 

 

 
 

 

 

 

 
切り欠き部 

ヒーター用 

端子カバーリード用（センサー ＋） 

ヒーター差込側から見たコネクター番号 



 

 

 

 

 

 

１－２ピン間 １０Ω以下 

３－４ピン間 １４．８～１７ ９Ω(１９５Ｊ)  ９４～ ２ Ω(２９５ ) 

３－５ピン間 ∞ 

４－５ピン間 ∞ 

５－こて先間 ５Ω以下 

あ 

 

 
 

 

⑫ センサーコイルを端子カバーに通し

ます。 

 

⑬ 次にヒーターに通しコネクター②番

へ差し込みます。 

 

 
 

 

⑭ 固定ﾊﾟｲﾌﾟを挿入します。 

※ Ｕ字ピンがコネクター⑤番に挿入 

されている事と、コネクターの切り欠き部

に納まっている事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 放熱パイプをコネクターへ挿入しま

す。 

 

 

 

アース接続用（Ｕ字線） 

ヒーター用 

中継センサー用（センサー －） 

切り欠き部 

コネクター②番 

切り欠き部 

コネクター⑤番 



 

⑯ 絶縁パイプを放熱パイプに挿入しま

す。 

 

⑰ グリップＢを回しながらグリップＡを

締めます。 

 

⑱ グリップ端部のセットボルトをプラス

ドライバーでしめます。 

 

⑲ 各部、ガタ、しまっているか確認して

ください。 

 

５．標準仕様                  

 (Ａ) ＴＢ－１９５Ｊ／ＴＢ－２９５Ｊ              
 

こてユニット型番 ＴＢ－１９５Ｊ ＴＢ－２９５Ｊ 

ヒーター出力 ９５Ｗ 

ヒーター電圧 １００Ⅴ ２２０Ⅴ 

こて先 ＢＪ１１、ＢＪ１３ 

ヒーター アルミナセラミック 

リーク電圧 ２．０ｍＶ以下（初期値） 

アースライン抵抗 ２．０Ω以下（初期値） 

コード ＥＰゴムコード：１．３ｍ 

 

 

６．ＴＢ－１９５Ｊ／２９５Ｊの保証とサービス   

 (Ａ) トラブルシューティング                   

症状 確認事項 処置 

こてが熱くならない 
①こてﾕﾆｯﾄとｺﾝﾄﾛｰﾗｰは確実に接続されており

ますか？ 

こてﾕﾆｯﾄのｺﾈｸﾀをﾛｯｸし

て下さい。 



②ﾋｰﾀｰは切れていませんか？(導通確認) ﾋｰﾀｰの交換 

温度の異常表示 

(急上昇・ｴﾗｰ表示等) 

①ﾋｰﾀｰ貫通穴への装着確認 装着状況確認 

②ｺﾃ先ｾﾝｻｰ部の劣化や断線の確認 こて先の交換 

③センサーコイルの劣化の確認 センサーコイルの交換 

④中継センサーの劣化の確認 中継センサーの交換 

 

 (Ｂ) 保証について                        

 弊社の製品は厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不備 

による故障、あるいは運送中の事故等による故障がございましたら、お買い上げ 

頂きました販売店、または弊社までご連絡ください。 

なお消耗品を除く保証期間は、ご購入後１年間となっております。 

 (Ｃ) アフターサービスについて                     

本製品をご使用の際、調子が悪いと思われた時は、この説明書をもう一度ご覧 

になってお調べください。それでも調子が戻らない場合は、お買い上げ頂きました販売店、

または弊社までご連絡ください。 
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